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は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在

皇
極
（
斉
明
）
天
皇
は
、
舒
明
の
皇
后
に
し
て
、
天
智
・
天
武
の
生
母
で
あ
り
、

持
統
・
元
明
に
と
っ
て
は
父
方
の
祖
母
に
あ
た
り
、
文
武
・
元
正
の
父
草
壁
皇
子
尊

の
曾
祖
母
で
あ
る
。
皇
統
譜
の
上
で
こ
う
し
た
重
要
な
位
置
に
あ
り
な
が
ら
、
彼
女

自
身
の
出
自
は
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。

皇
女
で
も
な
い
皇
極
天
皇
が
即
位
で
き
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
史
上
初
の
譲
位
と

重
祚
を
行
っ
た
経
緯
も
自
明
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
弟
孝
徳
天
皇
の
即
位
の
正
当
性

を
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
な
ど
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

舒
明
崩
後
に
、
山
背
大
兄
、
古
人
大
兄
、
中
大
兄
の
三
人
の
大
兄
が
い
た
。
そ
こ

で
か
れ
ら
の
対
立
抗
争
を
先
送
り
す
る
意
図
で
、
暫
定
的
に
皇
極
が
「
仲
継
ぎ
」
と

し
て
即
位
し
た
と
い
う
見
方
も
一
理
あ
る
が
（
水
谷2003

ほ
か
）、
実
際
に
は
対
立
抗

争
の
先
送
り
ど
こ
ろ
か
、
前
二
者
は
中
大
兄
ら
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
と
み
ら
れ
（
亀

井1987

）、
の
こ
っ
た
中
大
兄
自
身
、
斉
明
天
皇
崩
御
の
の
ち
に
七
年
間
と
い
う
未
曾

有
の
空
位
を
現
出
し
て
い
る
。
や
は
り
そ
こ
に
は
、
何
か
し
ら
深
い
事
情
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
ぐ
れ
た
皇
位
継
承
理
論
を
展
開
さ
れ
た
河
内
祥
輔
氏
も
、
皇
極
天
皇
に
つ
い
て

は
、
そ
の
譲
位
や
重
祚
の
事
実
を
疑
い
、
さ
ら
に
天
皇
は
お
ろ
か
皇
后
で
あ
っ
た
こ

と
さ
え
強
く
疑
問
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
河
内1986

、p.57

〜60

）。

近
年
、
遠
山
美
都
男
氏
も
ま
た
、
大
王
の
御
子
で
な
い
皇
極
・
孝
徳
姉
弟
は
「
七

世
紀
の
王
位
継
承
に
お
け
る
例
外
的
な
存
在
」で
あ
り「
茅
渟
王
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ー

な
王
族
を
父
に
も
つ
彼
女
に
は
、
本
来
的
に
王
位
継
承
資
格
な
ど
な
か
っ
た
」
と
し

た
。
た
だ
し
そ
の
一
方
で
、「
当
時
の
王
位
継
承
は
血
統
的
条
件
を
最
優
先
に
し
た
も

の
で
は
な
く
、（
略
）
大
王
と
し
て
の
執
政
を
行
な
う
の
に
相
応
し
い
人
格
や
資
質
が

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
該
当
す
る
人
物
が
順
次
選
出
・
擁
立
さ
れ
て
い
た
」

と
す
る
（
遠
山2005

、p.54

）。
し
か
し
皇
位
継
承
に
お
い
て
血
統
が
最
優
先
さ
れ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
皇
極
・
孝
徳
両
天
皇
は
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
異
例
の
立
場
に

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
皇
極
即
位
は
皇
后
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
意
見
も

あ
る
が
（
岸1966

）、
仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
孝
徳
即
位
の
疑
問
は
残
る
。

一　

皇
極
（
斉
明
）
天
皇
の
出
自　

﹇
皇
極
・
孝
徳
姉
弟
と
そ
の
父
母
﹈　

皇
極
・
孝
徳
姉
弟
の
父
茅
渟
王
に
つ
い
て
、『
古

事
記
』（
敏
達
段
）
に
は
忍
坂
日
子
人
太
子
の
系
譜
が
み
え
、
太
子
が
大
俣
王
（
漢
王

の
妹
）
を
娶
っ
て
智
奴
王
と
妹
桑
田
王
を
儲
け
た
と
記
す
。
し
か
し
漢
王
・
大
俣
王

兄
妹
が
ど
の
天
皇
か
ら
出
た
王
か
は
不
明
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、『
本
朝
皇
胤
紹
運

録
』
は
大
俣
王
を
漢
王
の
御
子
と
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
『
日
本
書
紀
』（
皇
極
前
紀
）

は
、
茅
渟
王
を
彦
人
大
兄
皇
子
の
御
子
と
す
る
の
み
で
ま
と
ま
っ
た
系
譜
は
伝
え
て

い
な
い
。

ま
た
皇
極
・
孝
徳
姉
弟
の
母
は
、
皇
極
前
紀
に
「
吉
備
姫
王
」
と
す
る
の
み
で
、

皇
極
（
斉
明
）
天
皇
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て 

神　

崎　
　
　

勝
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そ
の
出
自
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
。『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
桜
井
皇
子
（
欽
明

の
御
子
）
の
む
す
め
と
し
、
そ
の
細
注
に
「
伊
齋
。
茅
渟
王
妻
。
皇
極
母
」
と
す
る

が
、
そ
の
正
否
は
明
ら
か
で
な
い
。

﹇
二
つ
の
皇
位
継
承
法
﹈　

記
紀
の
天
皇
系
譜
を
み
る
と
、
皇
位
継
承
に
二
つ
の
仕
方

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
末
尾
の
皇
統
譜
Ⅰ
・
Ⅱ
参
照
）。
ひ
と
つ
は
父
か
ら
子
へ

の
直
系
継
承
で
あ
り
、
今
ひ
と
つ
は
兄
弟
姉
妹
間
の
相
承
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と

に
、
こ
の
二
つ
の
皇
位
継
承
法
は
、『
古
事
記
』
の
上
・
中
巻
（
応
神
以
前
）
と
下
巻

（
仁
徳
以
後
）
と
の
区
分
に
対
応
し
て
い
る①
。

す
な
わ
ち
天
忍
穂
耳
尊
か
ら
履
中
天
皇
ま
で
は
、
父
子
直
系
の
系
譜
で
あ
る
（
た

だ
し
成
務
・
仲
哀
の
み
叔
父
・
甥
の
関
係
に
あ
る
）。
と
こ
ろ
が
履
中
天
皇
以
後
は
兄
弟
相

承
が
基
本
と
な
る
。
そ
こ
で
世
代
交
代
の
必
要
を
考
慮
し
て
、
履
中
か
ら
一
代
遡
っ

た
仁
徳
天
皇
を
兄
弟
相
承
系
譜
の
開
始
と
み
る
と
、
二
代
前
の
応
神
天
皇
が
特
異
な

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
つ
ま
り
皇
統
断
絶
の
た
び
に
応
神
天

皇
が
回
顧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
仁
徳
天
皇
の
子
の
履
中
・
反
正
・
允
恭
兄
弟
が
皇
位
を
践
ん
だ
。
つ
い
で
允

恭
の
子
の
安
康
・
雄
略
兄
弟
が
皇
位
に
就
い
た
が
、
次
代
の
清
寧
（
応
神
四
世
孫
）
で

允
恭
系
皇
統
が
絶
え
た
。
そ
こ
で
長
子
の
履
中
へ
も
ど
っ
て
、
清
寧
と
は
同
世
代
で

あ
り
、
市
辺
押
磐
皇
子
の
遺
児
で
あ
る
顕
宗
・
仁
賢
兄
弟
が
即
位
し
た
が
、
再
び
次

代
の
武
烈
（
応
神
五
世
孫
）
で
履
中
系
皇
統
も
絶
え
た
。
こ
れ
に
よ
り
仁
徳
系
の
皇
統

が
終
焉
を
む
か
え
る
。

武
烈
の
あ
と
、
同
世
代
の
継
体
天
皇
（
応
神
五
世
孫
）
が
即
位
し
、
そ
の
子
の
安

閑
・
宣
化
・
欽
明
兄
弟
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
即
位
す
る
。
つ
い
で
欽
明
の
四
人
の
子
す
な

わ
ち
敏
達
・
用
明
・
崇
峻
・
推
古
の
兄
弟
姉
妹
が
皇
位
を
践
ん
だ
。
そ
し
て
推
古
天

皇
の
三
十
六
年
に
及
ぶ
長
期
政
権
の
あ
と
は
、
順
当
な
皇
位
継
承
者
が
死
に
絶
え
て

い
た
ら
し
く
、
敏
達
天
皇
の
長
子
で
あ
っ
た
押
坂
彦
人
大
兄
皇
子
の
遺
児
舒
明
天
皇

の
即
位
と
な
っ
た
。『
古
事
記
』の
皇
統
譜
は
舒
明
天
皇
で
終
わ
っ
て
い
る（
敏
達
記
）。

仁
徳
―
舒
明
間
で
は
、
兄
弟
相
承
が
基
本
と
さ
れ
、
父
子
継
承
は
世
代
交
代
の
必

要
か
ら
起
き
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
直
系
相
承
が
基
本
で
兄
弟
相
承
は
補
完
的
役
割

を
も
つ
と
す
る
考
え
（
佐
竹2009

ほ
か
）
は
こ
こ
で
は
成
立
し
な
い②
。
ま
た
世
代
交

代
に
は
兄
弟
の
う
ち
の
長
子
の
子
孫
へ
皇
位
が
差
し
戻
さ
れ
る
場
合
が
多
く
（
履
中
・

敏
達
・
舒
明
な
ど
）、
こ
れ
も
ま
た
ひ
と
つ
の
準
則
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
意
図
し
て
い

た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
の
原
則
は
、
幼
帝
の
即
位
を
避
け
て
熟
達
し
た

執
政
者
を
皇
位
に
迎
え
る
た
め
の
優
れ
た
継
承
法
で
あ
っ
た
。

﹇
舒
明
崩
後
の
異
常
事
態
﹈　

と
す
る
な
ら
ば
、
舒
明
の
あ
と
は
当
然
そ
の
兄
弟
た
ち

が
継
ぐ
は
ず
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
』
に
よ
れ
ば
舒
明
の
兄
弟
に
は
、
同
腹
に
中
津

王
・
多
良
王
が
お
り
、
異
腹
に
は
智
奴
王
・
桑
田
王
、
山
代
王
・
笠
縫
王
が
い
た
。

し
か
し
『
日
本
書
紀
』
は
、茅
渟
王
を
皇
極
の
父
と
す
る
記
事
（
皇
極
前
紀
）
を
除
け

ば
、
こ
れ
ら
の
王
た
ち
に
つ
い
て
事
績
は
お
ろ
か
そ
の
名
さ
え
伝
え
て
い
な
い
。

し
か
も
実
際
に
は
、
舒
明
天
皇
の
あ
と
は
皇
后
で
あ
っ
た
皇
極
天
皇
が
立
ち
、
そ

の
あ
と
を
皇
極
の
弟
孝
徳
が
襲
い
、
孝
徳
の
あ
と
は
皇
極
が
重
祚
し
て
斉
明
天
皇
と

な
っ
た
。
加
え
て
、
中
大
兄
皇
子
は
舒
明
朝
以
来
、
皇
太
子
（
大
兄
・
東
宮
）
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斉
明
崩
御
の
の
ち
即
位
す
る
気
配
も
な
く
、
七
年
間
に
及
ぶ

空
位
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
異
常
な
事
態
の
始
ま
り
は
何
よ
り
も
皇
極
天
皇

の
即
位
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
糠
手
姫
皇
女
の
異
名
﹈　

ま
ず
舒
明
天
皇
の
母
糠
手
姫
皇
女
の
異
名
に
つ
い
て
問
題

と
し
た
い
。

糠
手
姫
皇
女
は
田
村
皇
女
（
田
村
王
）
と
も
呼
ば
れ
た
が
、さ
ら
に
『
古
事
記
』（
敏

達
段
）
は
宝
王
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
糠
手
姫
皇
女
は
ヌ
カ
テ
ヒ
メ
の
ほ
か

に
タ
カ
ラ
（
宝
王
）
と
タ
ム
ラ
（
田
村
王
）
の
二
つ
の
異
名
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
薨
去
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
天
智
三
年
六
月
条
に
「
嶋
皇

祖
母
命
、
薨
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
糠
手
姫
皇
女
の
三
つ
め
の
異
名
が
あ
ら
わ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
通
証
』
は
「
帝
王
系
図
に
曰
く
、
糠
手
姫
皇
女
は
嶋
皇
祖
母
命
と
号
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す
」
と
し
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
通
説
化
し
て
い
る
（
臨
川
書
店
版
第
三
巻p.1743

）。『
日
本

書
紀
』
に
は
嶋
皇
祖
母
命
の
薨
去
を
記
す
の
み
で
、
送
葬
や
造
墓
に
関
す
る
記
事
は

な
い
が
、
陵
墓
に
つ
い
て
は
、『
延
喜
諸
陵
式
』
に
「
押
坂
墓
田
村
皇
女
、
在
大
和
国

城
上
郡
舒
明
天
皇
陵
内
、
無
守
戸
」
と
あ
り
、
舒
明
天
皇
陵
す
な
わ
ち
「
押
坂
内
陵

高
市
崗
本
宮
御
宇
舒
明
天
皇
、
在
大
和
国
城
上
郡
（
中
略
）、
陵
戸
三
烟
」
へ
合
葬
さ

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

﹇
ふ
た
り
の
嶋
皇
祖
母
命
﹈　
『
日
本
書
紀
通
釈
』
は
、『
通
証
』
の
説
を
承
認
し
た
う

え
で
、
さ
ら
に
「
皇
極
天
皇
の
御
母
を
も
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
と
申
せ
り
。
嶋
は
い
づ

れ
も
そ
の
居
給
ふ
所
の
地
に
因
り
て
申
す
な
り
」
と
し
つ
つ
、
な
お
一
抹
の
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
版
第
五
巻p.3408

）。
す
な
わ
ち
『
日

本
書
紀
』
皇
極
二
年
九
月
十
一
日
条
に
「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
、
薨
」
と
あ
り
、
一
般

に
は
こ
の
「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
」
は
皇
極
天
皇
の
母
で
あ
っ
て
、舒
明
天
皇
の
母
「
嶋

皇
祖
母
命
」
と
は
別
人
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

皇
極
天
皇
は
、
母
の
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
が
薨
去
す
る
と
、
九
月
十
七
日
に
土
師
娑

婆
連
猪
手
に
詔
し
て
葬
礼
に
あ
た
ら
せ
、
十
九
日
に
檀
弓
岡
で
送
葬
儀
礼
を
お
こ
な

お
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
天
候
急
変
し
て
豪
雨
と
な
り
霰
が
降
る
と
い
う
荒
れ
模
様

と
な
っ
た
。
そ
こ
で
三
十
日
に
な
っ
て
「
皇
祖
母
命
の
墓
を
造
る
役
を
罷
む
」
と
あ

り
、
造
墓
を
中
止
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
延
喜
諸
陵
式
』
は
、
こ
の
檀
弓
岡
の
墓
を
檜
隈
墓
と
呼
ん
で
「
檜
隈
墓
吉
備
姫
王
、
在

大
和
国
高
市
郡
檜
隈
陵
域
内
、
無
守
戸
」
と
す
る
。
こ
の
「
檜
隈
陵
」
が
檜
隈
坂
合
陵
（
欽
明
陵
）
を

指
す
の
か
檜
隈
大
内
陵
（
天
武
・
持
統
陵
）
を
指
す
の
か
、
あ
る
い
は
檜
前
安
占
岡
上

陵
（
文
武
陵
）
を
指
す
の
か
は
自
明
で
な
い
が
、
む
し
ろ
『
日
本
書
紀
』
に
造
墓
の

「
役え

だ
ちを

罷や

」
め
た
と
あ
る
か
ら
に
は
、檀
弓
岡
の
墓
は
完
成
し
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き

で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
『
延
喜
諸
陵
式
』
の
真
弓
丘
陵
に
つ
い
て
は
「
真
弓

丘
陵
岡
宮
御
宇
天
皇
、
在
大
和
国
高
市
郡
（
以
下
略
）」
と
あ
り
、
こ
れ
は
草
壁
皇
子
の
陵
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、通
説
で
は
こ
の
二
人
の
「
嶋
皇
祖
母
命
」

に
つ
い
て
、
前
者
は
舒
明
天
皇
の
母
、
後
者
を
皇
極
天
皇
の
母
と
み
て
い
る
。
し
か

し
本
居
宣
長
は
、天
智
三
年
の
記
事
「
嶋
皇
祖
母
命
、薨
」
を
皇
極
二
年
の
記
事
「
吉

備
嶋
皇
祖
母
命
、
薨
」
の
重
出
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（『
古
事
記
伝
』
筑
摩
書
房
版
全
集

第
十
二
巻p.420

）。
名
前
の
一
致
か
ら
み
て
も
そ
う
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、た

だ
し
宣
長
は
こ
れ
を
舒
明
の
母
（
糠
手
姫
皇
女
）
で
は
な
く
、
皇
極
の
母
（
吉
備
姫
王
）

を
指
す
と
す
る
。
し
か
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、皇
極
天
皇
の
母
は
娘
婿
（
す
な
わ
ち
舒

明
天
皇
）
の
陵
へ
合
葬
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

﹇
嶋
皇
祖
母
命
の
葬
送
﹈　

舒
明
天
皇
は
十
三
年
十
月
に
崩
じ
た
。
翌
皇
極
元
年
十
二

月
に
喪
が
発
せ
ら
れ
、い
っ
た
ん
は
滑
谷
岡
に
葬
ら
れ
た
が
、二
年
九
月
六
日
に
な
っ

て
押
坂
陵
へ
改
葬
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
」が
薨
じ
た
の
は
そ

の
五
日
後
の
二
年
九
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。

「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
」
は
、か
ね
て
よ
り
病
に
ふ
せ
っ
て
お
り
皇
極
天
皇
の
看
病
を

受
け
て
い
た
が
、
そ
の
突
然
の
死
は
や
は
り
舒
明
の
送
葬
に
区
切
り
が
付
い
た
こ
と

に
よ
る
気
落
ち
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
「
吉
備
嶋
皇
祖

母
命
」
の
檀
弓
岡
へ
の
埋
葬
が
、
に
わ
か
の
天
候
異
変
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
る
と
、
そ

れ
が
ま
た
皇
極
天
皇
に
は
、
母
の
気
持
ち
の
表
れ
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
て
、
檀
弓

岡
に
お
け
る
造
墓
は
仮
埋
葬
の
ま
ま
、
し
ば
ら
く
中
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
舒
明
天
皇
の
崩
御
と
押
坂
陵
へ
の
改
葬
が
「
吉
備
嶋
皇
祖
母

命
」
の
薨
去
を
誘
い
、
ま
た
檀
弓
岡
で
の
埋
葬
が
中
止
さ
れ
た
の
は
、「
吉
備
嶋
皇
祖

母
命
」
が
押
坂
陵
へ
の
合
葬
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
そ

う
考
え
て
み
れ
ば
「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
」
は
舒
明
天
皇
の
母
で
あ
っ
た
糠
手
姫
皇
女

そ
の
ひ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
後
は
、
上
宮
王
家
の
滅
亡
、
蘇
我
本
宗
家
の
滅
亡
、
大
化
の
改
新
、

筑
紫
朝
倉
宮
へ
の
遷
都
、
百
済
の
役
な
ど
の
打
ち
続
く
動
乱
の
時
代
に
突
入
し
、「
吉

備
嶋
皇
祖
母
命
」
の
押
坂
陵
へ
の
合
葬
は
一
時
棚
上
げ
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
政
情
が
や
や
安
定
に
向
か
い
始
め
た
天
智
三
年
六
月
に「
嶋
高
祖
母
命
、
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薨
」
と
あ
る
記
事
は
、檀
弓
岡
の
仮
墓
か
ら
押
坂
陵
へ
の
改
葬
を
示
す
と
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
仮
埋
葬
か
ら
足
掛
け
二
十
年
ば
か
り
経
た
天
智
朝
に
な
っ
て
押
坂
陵
へ
の

合
葬
が
実
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
天
智
三
年
の
記
事
が
合
葬
で
は
な
く
薨
去
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
吉
備

嶋
皇
祖
母
命
」（
皇
極
天
皇
の
母
）
と
「
嶋
皇
祖
母
命
」（
舒
明
天
皇
の
母
）
と
を
別
人
と

し
て
取
り
扱
お
う
と
す
る
朝
廷
の
意
志
が
働
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
同
一
人
だ
と
す

れ
ば
舒
明
天
皇
と
皇
極
天
皇
は
同
母
兄
妹
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

﹇
舒
明
・
皇
極
・
孝
徳
三
天
皇
と
兄
弟
相
承
﹈　

し
か
し
舒
明
・
皇
極
・
孝
徳
三
天
皇

が
同
母
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
間
の
皇
統
譜
に
お
い
て
み
ら
れ

た
疑
問
が
一
挙
に
氷
解
し
、
か
つ
ま
た
兄
弟
相
承
の
原
則
が
依
然
と
し
て
生
き
続
け

て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
糠
手
姫
皇
女
が
タ
ム
ラ
（
田
村
王
）
と
タ
カ
ラ
（
宝
王
）
と
の
二
つ
の
異

名
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
御
子
が
そ
れ
ぞ
れ
田
村
王
（
舒
明
天
皇
）
と
宝
王

（
皇
極
天
皇
）
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
で
は
あ
る
ま
い
。
田
村
皇
子

の
名
は
母
の
名
（
田
村
王
）
に
因
る
と
み
ら
れ
る
が③
、
さ
す
れ
ば
宝
皇
女
の
名
も
、
母

の
も
う
ひ
と
つ
の
名
（
宝
王
）
に
因
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
「
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
」
所
有
の
処
々
の
貸
稲
が
、
孝
徳
朝
の
改
新

政
府
に
と
っ
て
大
き
な
財
源
と
な
っ
た
が
（
大
化
二
年
三
月
）、
同
様
に
舒
明
天
皇
や

皇
極
天
皇
が
母
の
名
（
田
村
王
・
宝
王
）
を
受
け
継
い
だ
さ
い
に
は
、
そ
れ
ら
の
名
に

所
属
す
る
財
産
も
そ
れ
ぞ
れ
に
継
承
し
た
で
あ
ろ
う
。

『
日
本
書
紀
』
の
皇
統
譜
に
、
皇
極
・
孝
徳
両
天
皇
の
出
自
を
明
記
せ
ず
、
皇
極
前

紀
や
孝
徳
前
紀
に
分
散
し
て
説
明
し
て
い
る
の
は
、
両
天
皇
を
茅
渟
王
の
御
子
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
舒
明
と
切
り
離
す
た
め
の
、
ま
た
生
母
を
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
と
嶋

皇
祖
母
命
の
ふ
た
り
に
分
解
し
た
の
は
、兄
弟
相
承
の
原
則
を
無
視
し
て
で
も
舒
明
・

皇
極
・
孝
徳
三
天
皇
が
同
母
兄
弟
で
あ
る
こ
と
を
曖
昧
に
す
る
た
め
の
、
書
紀
編
纂

過
程
で
の
造
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
っ
ぽ
う
『
古
事
記
』
の
皇
統
譜
に
は
こ
う
し
た
造
作
は
お
よ
ん
で
お
ら
ず
、
舒

明
天
皇
の
同
母
の
妹
弟
と
し
て
「
中
津
王
」「
多
良
王
」
を
あ
げ
て
い
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
「
中
津
王
」
が
皇
極
天
皇
の
実
名
（
諱
）
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
多
良
王
」

は
孝
徳
天
皇
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

﹇
同
母
兄
妹
婚
﹈　

兄
妹
の
婚
姻
を
避
け
る
と
い
う
通
念
は
、
中
国
や
朝
鮮
の
儒
教
的

倫
理
観
に
基
づ
く
と
み
ら
れ
、
わ
が
国
で
は
も
と
も
と
そ
れ
が
否
定
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
か
え
っ
て
異
母
兄
妹
婚
は
、
天
皇
家
に
か
ぎ
ら
ず
当
時
広
く
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
同
母
兄
妹
婚
に
つ
い
て
も
、
従
来
し
ば
し
ば
木
梨
軽
皇
子

と
軽
大
娘
皇
女
の
話
（
允
恭
記
紀
）
に
拠
っ
て
、
漠
然
と
、
同
母
兄
妹
婚
が
忌
避
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、『
古
事
記
』
に
は
安
康
天
皇
が
同
母
姉
の
長
田
大
郎

女
を
皇
后
に
迎
え
た
話
が
あ
る④
。
た
し
か
に
同
母
の
兄
弟
姉
妹
の
婚
姻
の
例
は
少
な

い
が
、
そ
れ
は
特
定
の
倫
理
観
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
兄
弟
姉
妹
が

母
の
家
で
と
も
に
暮
ら
す
と
い
う
当
時
の
生
活
習
慣
上
の
理
由
に
よ
る
と
み
ら
れ

る
。く

わ
え
て
舒
明
兄
妹
の
場
合
に
は
、
さ
ら
に
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
父
の
彦
人
大
兄
皇
子
が
、
推
古
朝
初
年
に
突
然
、
皇
太
子
の
地
位
を

失
い
、
そ
れ
以
後
行
方
も
知
れ
な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
こ
ろ
に
急
死
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
後
、
三
十
年
余
り
を
経
て
、
舒
明
が
彦
人
大
兄
と
糠
手
姫
皇

女
（
嶋
皇
祖
母
命
）
の
子
と
し
て
、
皇
極
・
孝
徳
が
茅
渟
王
と
吉
備
姫
王
（
吉
備
嶋
皇

祖
母
命
）
の
子
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
を
み
る
と
、
父
彦
人
大

兄
の
薨
後
、
皇
極
・
孝
徳
が
舒
明
と
は
別
れ
て
暮
ら
し
て
き
た
可
能
性
、
さ
ら
に
は

皇
極
・
孝
徳
が
異
父
兄
の
茅
渟
王
の
も
と
で
養
育
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ

る
。兄

と
再
会
し
た
当
時
、
宝
皇
女
は
す
で
に
用
明
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
高
向
王
と
結

婚
し
て
男
子
（
漢
皇
子
）
を
ひ
と
り
儲
け
て
い
た
が
、あ
え
て
こ
れ
を
解
消
し
て
兄
に

嫁
い
だ
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
宝
皇
女
と
同
様
、長
田
大
郎
女
（
安
康
皇
后
）
も
再
婚
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で
あ
っ
た（
先
夫
は
叔
父
大
日
下
王
）。
同
母
兄
妹
婚
に
対
す
る
抵
抗
が
あ
っ
た
ら
し
く

は
な
い
。
な
に
よ
り
も
、
イ
サ
ナ
キ
・
イ
サ
ナ
ミ
お
よ
び
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ス
サ
ノ
ヲ

と
い
う
実
の
兄
妹
（
な
い
し
姉
弟
）
の
婚
姻
が
、
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ズ
さ
れ
た
形
と
は

い
え
、
皇
統
譜
の
起
点
と
な
る
神
統
譜
の
最
も
根
幹
の
部
分
に
お
い
て
表
出
さ
れ
て

い
た
で
は
な
い
か
。

二　

皇
祖
・
皇
孫
の
観
念
と
そ
の
展
開

﹇
皇
祖
・
皇
孫
の
観
念
﹈　

皇
統
譜
（
帝
紀
）
成
立
の
画
期
が
舒
明
・
皇
極
朝
に
あ
っ
た

こ
と
は
、
す
で
に
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
が
（
神
崎1990

）、
同
様
に
こ
れ
ら
の
神
話

（
旧
辞
）
の
成
立
も
ま
た
、
同
母
兄
妹
婚
を
正
当
と
す
る
舒
明
・
皇
極
朝
の
主
張
と
無

関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
彦
人
大
兄
皇
子
と
そ
の
妃
糠
手
姫
皇
女
が

と
も
に
「
皇す

め
み
お
や祖」（

そ
れ
ぞ
れ
皇
祖
大
兄
・
皇
祖
母
命
）
と
呼
ば
れ
、
皇
極
天
皇
は
「
皇

祖
母
尊
」
と
い
う
一
段
と
高
い
尊
号
を
有
し
、
ま
た
孫
の
大
田
皇
女
と
建
皇
子
に
も

「
皇す

め
み
ま孫

」
の
称
を
与
え
て
い
る
の
を
み
る
と
、神
統
譜
上
に
お
け
る
同
じ
関
係
も
ま
た

皇
極
天
皇
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
が
た
か
い
か
ら
で
あ
る
。

［付表］『日本書紀』の皇祖・皇孫一覧

　皇祖 　皇孫

天孫降臨伝承 皇祖高皇産霊尊 皇孫天津彦彦火瓊瓊杵尊

海宮遊幸伝承 皇孫彦火火出見尊

神武前紀 皇
み お や

祖皇考、皇祖天照大神 皇孫

神武 4.2.23 皇祖之霊、皇祖天神

綏靖前紀 皇祖之業

崇神 4.10.23 皇祖・諸天皇ら、皇祖之跡

崇神 7.2.15 皇祖

垂仁 25.3.10 皇御孫命

仲哀 8.9.5 皇祖・諸天皇ら

神功前紀 神祇之教・皇祖之霊

允恭前紀 皇祖宗廟

推古 15.2.9 皇祖・天皇ら

皇極 2.9 吉備嶋皇祖母命

孝徳前紀 皇祖母尊

大化元 .7.10 遠皇祖之世

大化 2.3.2 皇祖ら

大化 2.3.19 吉備嶋皇祖母処々貸稲

大化 2.3.20 皇祖大兄 (彦人大兄 )

大化 3.4.26 始治国皇祖

大化 5.3.17 皇祖母尊

白雉 2.3.15 皇祖母尊

白雉 4.6 皇祖母尊

白雉 4 皇祖母尊

白雉 5.10.1 皇祖母尊

白雉 5.12.8 皇祖母尊

斉明前紀 皇祖母尊

斉明元 .1.3 皇祖母尊

斉明 4.5 皇孫建王

斉明 4.10.15 皇孫建王

天智前紀 皇祖母尊

天智 3.6 嶋皇祖母命

天智 6.2.27 皇孫大田皇女

天武元 .7.23 皇御孫命

天武 10.5.11 皇祖御魂を祭る

持統 2.11.11 皇祖らの謄極次第

持統 3.5.22 遠皇祖代
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付
表
に
示
し
た
よ
う
に
「
皇
祖
」
の
名
で
特
定
の
神
人
を
呼
ん
だ
の
は
、
高
皇
産

霊
尊
（
神
代
紀
）
と
天
照
大
神
（
神
武
紀
）
を
の
ぞ
け
ば
、
彦
人
大
兄
皇
子
（
皇
祖
大

兄
）・
吉
備
姫
王
（
皇
祖
母
命
）・
皇
極
天
皇
（
皇
祖
母
尊
）
の
三
人
に
限
ら
れ
る
。
ま

た
「
皇
孫
」
と
呼
ば
れ
た
皇
族
は
、
神
話
時
代
の
皇
孫
（
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
・
彦
火
火
出

見
尊
）
を
の
ぞ
け
ば
、
大
田
皇
女
と
建
皇
子
の
姉
弟
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
図
示

す
れ
ば
、

　
　
　
　

皇
祖
大
兄
┘

　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　

┬
│

皇
祖
母
尊
│
（
中
大
兄
皇
子
）
│
皇
孫

　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　

皇
祖
母
命
└

　
　
　
　

伊
弉
諾
尊
┘

　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　

┬
│

天
照
大
神
│
（
天
忍
穂
耳
尊
）
│
皇
孫

　
　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　

伊
弉
冉
尊
└

と
い
う
関
係
に
な
る
。
中
大
兄
皇
子
が
即
位
せ
ず
、
天
忍
穂
耳
尊
が
降
臨
し
な
か
っ

た
点
も
共
通
し
て
い
る
が
、「
皇
祖
」（
天
照
大
神
・
皇
極
天
皇
）
に
と
っ
て
は
、「
皇

孫
」
こ
そ
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

皇
極
天
皇
を
め
ぐ
る
皇
祖
・
皇
孫
の
史
料
的
初
見
は
、
皇
極
二
年
九
月
十
一
日
に

母
の
吉
備
嶋
皇
祖
母
命
が
薨
去
し
た
と
き
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
頃
に
「
皇
祖

母
命
」
と
い
う
呼
称
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
「
皇
祖
大
兄
」
の
称
が

父
の
彦
人
大
兄
皇
子
に
お
よ
ぼ
さ
れ
、
大
化
改
新
の
際
に
は
皇
極
天
皇
自
身
「
皇
祖

母
尊
」
を
称
し
た
。
ま
た
「
皇
孫
」
の
称
は
、
遠
智
娘
の
薨
後
に
皇
祖
母
尊
が
大
田

皇
女
と
建
皇
子
を
引
き
取
っ
て
育
て
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る⑤
。

推
古
天
皇
に
よ
る
長
期
政
権
の
も
と
で
絶
え
た
蘇
我
系
皇
統
に
対
し
て
、
非
蘇
我

系
で
あ
っ
た
敏
達
天
皇
直
系
の
彦
人
大
兄
皇
子
の
皇
統
に
つ
い
て
、
皇
極
天
皇
は
、

「
皇
祖
」「
皇
孫
」
と
よ
ぶ
新
た
な
位
置
付
け
を
、
お
り
か
ら
編
集
中
の
皇
統
譜
（
帝

紀
）
に
刻
み
込
も
う
と
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
同
時
に
神
統
譜
（
旧
辞
）
の
起
点

に
お
い
て
も
同
様
の
系
譜
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

﹇
父
子
直
系
継
承
法
の
模
索
﹈　

し
か
し
こ
こ
に
今
ひ
と
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
皇
祖
・
皇
孫
の
観
想
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
皇
位
の
直
系
継
承
が
模

索
さ
れ
始
め
た
点
で
あ
る
。
最
初
の
き
っ
か
け
は
、
斉
明
天
皇
に
よ
る
建
王
の
擁
立

に
あ
っ
て
、「
舒
明
―
（
中
大
兄
皇
子
）
―
建
王
」
と
い
う
か
た
ち
で
構
想
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。

舒
明
・
皇
極
・
孝
徳
の
三
人
兄
弟
が
皇
位
を
継
い
だ
あ
と
は
、
と
う
ぜ
ん
舒
明
の

皇
子
が
即
位
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
有
力
候
補
者
と
し
て
古
人
大
兄
と
中
大
兄
の

二
人
が
い
た
。
蘇
我
氏
は
馬
子
の
む
す
め
法
提
郎
媛
所
生
の
古
人
大
兄
の
即
位
に
期

待
を
か
け
て
い
た
ろ
う
。
し
か
し
皇
祖
母
尊
は
、
古
人
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
実
子
の
中
大
兄
に
対
し
て
も
皇
位
を
委
ね
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
。

む
し
ろ
「
皇
祖
母
尊
」
の
意
中
に
あ
っ
た
の
は
、「
皇
孫
」
建
王
で
あ
っ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
孝
徳
天
皇
崩
御
の
当
時
、
建
王
は
ま
だ
四
才
で
、
そ
の
う

え
唖
で
あ
っ
た
。
し
か
し
宝
王
は
、
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
の
故
事
に
倣
っ
て
い
つ
か
は
唖

が
治
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。し
た
が
っ
て
斉
明
の
重
祚
は
そ
の「
中

継
ぎ
」
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
こ
の
企
て
は
建
王
の
夭
折
に
よ
り
挫
折
す
る
が
、

中
大
兄
皇
子
は
母
の
遺
志
を
継
い
で
、「
舒
明
ー
天
智
（
中
大
兄
皇
子
）
ー
大
友
皇
子
」

と
い
う
か
た
ち
で
こ
の
企
て
を
復
活
す
る
。

中
大
兄
皇
子
が
、
称
制
七
年
の
の
ち
漸
く
即
位
を
決
意
し
た
の
も
、
大
友
皇
子
を

天
皇
の
御
子
と
し
て
認
知
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
企

て
も
ま
た
「
太
皇
弟
」
大
海
人
皇
子
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
（
壬
申
乱
）、
結
果
的
に
は
伝

統
的
な
兄
弟
相
承
（
天
智
・
天
武
）
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
度
目
の
正
直
は
、
天
智
の
皇
女
で
あ
っ
た
持
統
天
皇
の
即
位
に
よ
っ
て
果
た
さ

れ
た⑥
。
こ
こ
に
「
舒
明
―
天
智
―
持
統
―
（
草
壁
皇
子
）
―
文
武
―
聖
武
―
孝
謙
」
と

い
う
直
系
系
譜
が
、
中
間
に
「
中
継
ぎ
」
の
天
皇
（
元
明
・
元
正
）
を
は
さ
み
つ
つ
、

成
立
し
て
く
る
の
で
あ
る
（
末
尾
の
皇
統
譜
Ⅲ
参
照
）。
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仁
徳
天
皇
に
始
ま
る
兄
弟
相
承
制
度
の
も
と
で
は
、
世
代
交
代
の
た
め
に
そ
れ
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
父
子
継
承
が
行
わ
れ
た
が
、
持
統
朝
以
後
は
こ
の
関
係
が
逆

転
し
て
、直
系
継
承
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
兄
弟
相
承
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
ま
た
、
天
忍
穂
耳
尊
か
ら
応
神
天
皇
に
い
た
る
父
子

直
系
系
譜
の
構
想
に
つ
い
て
も
、
は
じ
め
て
直
系
継
承
が
課
題
と
さ
れ
た
斉
明
朝
に

始
ま
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

﹇
皇
極
天
皇
の
異
名
﹈　

さ
て
、
母
の
糠
手
姫
皇
女
と
同
様
、
皇
極
天
皇
に
も
、
宝
王

（
宝
皇
女
）
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
異
名
が
あ
っ
た
。「
仲

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

天
皇
」「
中

な
か
つ
み
や宮

天
皇
」

「
中

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

皇
命
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
い
ず
れ
も
宝
皇
女
の
諱
「
中な

か
つ津

王
」
に
由
来
す

る
と
見
ら
れ
る
。

「
仲
天
皇
」
の
名
は
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
に
み
え
る
。
同
資
財
帳

に
よ
る
と
、
大
安
寺
は
、
聖
徳
太
子
の
羆
凝
寺
の
法
燈
を
承
け
た
田
村
皇
子
が
、
即

位
後
の
舒
明
十
一
年639

二
月
に
建
立
し
た
百
済
大
寺
に
始
ま
る
。
と
こ
ろ
が
百
済

大
寺
は
、
間
も
な
く
火
災
に
遭
い
焼
亡
し
た
た
め
、
皇
極
天
皇
が
再
建
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
み
ず
か
ら
も
難
波
宮
で
繍
仏
像
一
帳
を
作
製
し
て
百
済
大
寺
へ
納
め
た
（
白

雉
二
年
）。
し
か
し
重
祚
し
た
斉
明
天
皇
は
、
国
際
関
係
の
急
変
に
対
処
す
る
た
め
に

筑
紫
朝
倉
宮
へ
遷
都
し
、
建
立
事
業
は
い
っ
た
ん
頓
挫
し
た
ら
し
く
、
崩
御
に
際
し

て
天
皇
は
、
中
大
兄
皇
子
に
百
済
大
寺
の
完
成
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
同
資
財
帳
に

は
、
こ
の
時
の
経
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

 

天
皇
行
車
筑
志
朝
倉
宮
、
将
崩
賜
時
、
甚
痛
憂
勅
く
「
此
寺
授
誰
参
来
と
先

帝
待
問
賜
者
、如
何
答
申
」
と
憂
賜
き
。
爾
時
、近
江
宮
御
宇
天
皇
奏
く
「
開

い
、
髻
墨
刺
を
刺
、
肩
負

、
腰
刺
斧
奉
為
」
奏
き
。
仲
天
皇
奏
く
「
妾
も

我

等
、
炊
女
而
奉
造
」
と
奏
き
。
爾
時
、
手
拍
慶
賜
而
崩
賜
之
。

す
な
わ
ち
斉
明
天
皇
は
、
筑
紫
朝
倉
宮
で
崩
じ
る
に
あ
た
っ
て
、「
百
済
大
寺
の
こ

と
は
誰
に
任
せ
た
の
か
、と
先
帝
（
舒
明
）
に
問
わ
れ
た
ら
ど
う
答
え
よ
う
か
」
と
憂

え
、
こ
れ
に
対
し
て
中
大
兄
皇
子
が
「
わ
た
く
し
開

ひ
ら
か
す（

天
智
天
皇
）
が
、
み
ず
か
ら
墨

刺
・

・
斧
を
も
っ
て
造
寺
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
」
と
応
え
た
。
そ
こ
で
仲
天
皇
は

「
妾
（
斉
明
天
皇
）
も
、
我
が

せ

（
亡
き
舒
明
天
皇
）
と
と
も
に
、
炊
女
と
な
っ
て
造
り

奉
ら
む
」
と
手
拍
ち
し
て
誓
い
合
い
、
慶
び
の
う
ち
に
崩
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
開
い
」
は
「
開
が
」
の
義
。
ま
た
「

」
は
『
南
斉
書
』
や
『
太
平
御

覧
』
な
ど
に
ガ
ラ
ス
製
の
「
蘇そ

り
ゅ
う

」
が
み
え
、
祭
事
に
用
い
る
供
膳
用
の
食
器
と
み

ら
れ
る
。

「
仲
天
皇
」
に
つ
い
て
は
斉
明
天
皇
の
ほ
か
、
倭
姫
女
王
（
喜
田
貞
吉
）、
持
統
天
皇

（『
日
本
書
紀
通
釈
』
巻
六
十
九
）、
間
人
皇
女
（
土
屋
文
明
・
田
中
卓
）
に
比
定
す
る
諸
説

が
あ
る
が
、
上
記
の
対
話
は
、
崩
御
に
際
し
て
の
斉
明
天
皇
と
中
大
兄
皇
子
と
の
緊

迫
し
た
な
か
で
の
応
答
で
あ
り
、
百
済
大
寺
を
め
ぐ
る
先
帝
（
故
・
舒
明
）
と
仲
天
皇

（
斉
明
）
と
中
大
兄
皇
子
（
天
智
）
と
の
関
係
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
場
面
で
は
右
の
三
者
以
外
の
登
場
人
物
を
想
定
す
る
余
地
は
な
い
。

つ
ぎ
に
、「
中
宮
天
皇
」
の
名
は
、
河
内
野
中
寺
の
金
銅
弥
勒
菩
薩
像
の
台
座
銘
に

み
え
る
。

　
　
　

金
銅
弥
勒
菩
薩
造
像
記

　
　

 

丙
寅
年
四
月
大
旧
八
日
己
卯
開
記
、
栢
寺
智
識
之
等
詣
、
中
宮
天
皇
大
御
身

労
坐
之
時
、
誓
願
之
奉
弥
勒
御
像
也
、
友
等
人
数
一
百
十
八
、
是
依
六
道
四

生
人
等
此
教
可
相
之
也
。

「
開
記
」
は
「
開

ひ
ら
か
す（

天
智
天
皇
）
記
す
」
と
よ
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
さ
き
の
『
大

安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』
に
「
開

ひ
ら
か
すい

（
開
が
）」
と
あ
る
の
は
会
話
文
に
お
け

る
用
例
で
あ
っ
て
、こ
の
台
座
銘
の
ご
と
き
地
文
で
あ
れ
ば
「
開

ひ
ら
か
す
わ
け別

記
す
」
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
暦
法
十
二
直
の
「
開
」
の
義
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
ご
く
一
般
的
に
「
開
記
」
す
な
わ
ち
「
書
き
記
す
」
の
義
と
み
て
お
き
た
い
。

冒
頭
の
日
付
「
丙
寅
年
四
月
大
旧
八
日
己
卯
」
に
つ
い
て
も
、「
大
旧
」
に
や
や
問

題
を
の
こ
す
も
の
の
、
丙
寅
年
（
天
智
称
制
五
年666

）
四
月
八
日
に
台
座
銘
が
開
記

さ
れ
た
と
す
る
点
は
信
じ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
銘
文
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が
記
さ
れ
た
日
付
を
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、「
栢
寺
智
識
之
等
詣
」
や
「
中
宮
天
皇

大
御
身
労
坐
之
時
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
制
を
異
と
す
る
。

ま
た
「
詣
中
宮
天
皇
」
の
部
分
は
「
中
宮
に
詣
り
、
天
皇
云
々
」
と
読
む
こ
と
も

で
き
る
が
、
今
は
通
説
の
訓
み
方
に
し
た
が
う
。
栢
寺
は
所
在
不
詳
。
中
宮
天
皇
を

斉
明
天
皇
に
あ
て
れ
ば
筑
紫
朝
倉
宮
付
近
の
寺
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

さ
て
銘
文
に
は
、「
栢
寺
の
智
識
ら
が
参
上
し
て
、『
こ
の
金
銅
弥
勒
菩
薩
像
は
、

か
つ
て
中
宮
天
皇
が
ご
病
気
（
大
御
身
労
坐
）
の
折
に
、
天
皇
の
快
癒
を
祈
り
誓
願
し

て
奉
っ
た
弥
勒
御
像
で
す
が
、
こ
の
た
び
智
識
ら
有
志
（
友
等
人
数
一
百
十
八
）
は
、

こ
れ
に
よ
り
万
人
（
六
道
四
生
の
人
ら
）
を
教
え
相

み
ち
び
きき

た
い
と
存
じ
ま
す
』
と
申
し
上

げ
た
」
と
あ
る
。

中
宮
天
皇
に
つ
い
て
は
、
間
人
皇
女
や
用
明
天
皇
に
あ
て
る
意
見
も
あ
る
が
（
土

屋
文
明
ほ
か
）、
斉
明
天
皇
と
す
る
説
（
田
中
卓
ほ
か
）
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ
し
「
中

宮
」
の
称
を
三
后
（
皇
后
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
）
の
義
と
み
て
、「
中
宮
天
皇
」
を
太

后
天
皇（
懐
風
藻
）や
大
后
天
皇（
日
本
霊
異
記
）と
同
じ
用
法
と
み
れ
ば（
鎌
田2008

）、

「
中
宮
」
は
中
津
王
の
名
と
は
無
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

﹇
中
皇
命
﹈　
『
万
葉
集
』
巻
第
一
「
雑
歌
」
の
部
に
、「
中
皇
命
」
の
作
歌
が
み
え
る
。

「
中
皇
命
」
に
つ
い
て
は
、
皇
極
（
斉
明
）
天
皇
に
比
定
す
る
説
（
喜
田
貞
吉
・
澤
瀉
久

孝
）
が
有
力
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
間
人
皇
女
説
（
賀
茂
真
淵
・
土
屋
文
明
・
田
中
卓
）、

持
統
天
皇
説
（
日
本
書
紀
通
釈
・
大
日
本
古
文
書
）、
倭
姫
皇
后
説
（
喜
田
貞
吉
）、
中
大

兄
皇
子
説
（
東
野
治
之
・
直
木
孝
次
郎
）、
糠
手
姫
皇
女
説
（
尾
畑
喜
一
郎
）
な
ど
が
あ

る
。し

か
し
間
人
皇
女
や
持
統
天
皇
、
倭
姫
皇
后
ら
に
ナ
カ
ツ
と
い
う
名
が
用
い
ら
れ

る
理
由
は
な
く
、
間
人
皇
女
や
倭
姫
皇
后
、
糠
手
姫
皇
女
ら
が
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
と
呼

ば
れ
る
理
由
も
な
い
。
ま
た
男
性
（
中
大
兄
皇
子
）
が
女
性
（
斉
明
天
皇
）
の
た
め
に

代
作
し
た
と
い
う
の
も
考
え
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
ナ
カ
ツ
の
名
や
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
の
称

号
か
ら
み
れ
ば
、皇
極
（
斉
明
）
天
皇
す
な
わ
ち
中
津
王
を
指
す
と
み
る
の
が
も
っ
と

も
穏
当
と
思
わ
れ
る
。

中
皇
命
の
歌
は
、舒
明
朝
に
宇
智
野
（
内
野
）
の
遊
猟
に
加
わ
っ
た
際
の
歌
と
そ
の

反
歌
（
3
・
4
）、
お
よ
び
斉
明
朝
に
紀
温
泉
へ
行
幸
し
た
時
の
歌
（
10
〜
12
）、
の

五
首
で
あ
り
、
前
者
の
舒
明
朝
の
歌
は
皇
后
時
代
の
作
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　

 

天
皇
、
内
野
に
遊
猟
せ
し
時
、
中
皇
命
、
間
人
連
老
を
し
て
献
ら
し
め

し
歌

　
　
（
3 

）
や
す
み
し
し
我
が
大
王
の
、
朝
に
は
、
取
り
撫
で
賜
ひ
、
夕
に
は
、
い

縁よ

り
立
た
し
し
、
御
執
ら
し
の
梓
弓
の
金か

な
は
づ弭

の
音
す
な
り
、
朝
狩
り
に
今

立
た
す
ら
し
暮ゆ

ふ

狩
り
に
今
立
た
す
ら
し
、御
執
ら
し
の
梓
弓
の
金
弭
の
音

す
な
り

　
　
（
4 

）
反
歌　

た
ま
き
は
る
宇
智
の
大
野
に
馬
数な

め
て
、
朝
踏
ま
す
ら
む
、
そ

の
草
深
野

こ
の
歌
は
、「
や
す
み
し
し
我
が
大
王
」
と
呼
び
掛
け
た
妻
（
中
皇
命
す
な
わ
ち
宝
皇

后
）
か
ら
夫
（
舒
明
天
皇
）
へ
の
贈
歌
で
あ
る
。
歌
は
間
人
連
老
を
介
し
て
献
呈
さ
れ

た
が
、
か
り
に
本
歌
が
当
時
流
行
の
民
謡
で
あ
り
、
反
歌
は
中
皇
命
の
内
意
を
受
け

た
間
人
連
老
の
代
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。

﹇
斉
明
天
皇
と
建
王
﹈　

つ
ぎ
に
「
中
皇
命
往
于
紀
温
泉
之
時
御
歌
」
を
検
討
す
る
が
、

そ
の
ま
え
に
、
当
時
の
斉
明
天
皇
の
周
辺
を
探
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
斉
明
天
皇

は
四
年
十
月
十
五
日
に
紀
温
泉
へ
行
幸
し
、
五
年
正
月
三
日
ま
で
八
十
日
近
く
滞
在

し
た
。『
日
本
書
紀
』
に
は
、

　
 （

斉
明
四
年
）
冬
十
月
庚
戌
朔
甲
子
、
紀
温
湯
に
幸
す
。
天
皇
、
皇
孫
建
王
を
憶

ひ
て
愴い

た爾
み
悲か

な
し泣

め
り
云
々
。

　
（
斉
明
五
年
）
春
正
月
己
卯
朔
辛
巳
、
天
皇
、
紀
温
湯
よ
り
至
れ
り
。

と
あ
る
。

斉
明
四
年
の
記
事
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
紀
温
泉
行
幸
に
は
若
干
の

経
緯
が
あ
っ
た
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
先
立
つ
斉
明
三
年
九
月
に
、
有



三
一

皇
極
（
斉
明
）
天
皇
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て 

175

間
皇
子
が
紀
温
泉
（
牟
婁
温
湯
）
を
訪
れ
て
い
る
。

　
 （

斉
明
三
年
）
九
月
、
有
間
皇
子
は
性
黠ず

る

く
し
て
陽い

つ
はり

狂
ふ
と
云
々
。
牟
婁
温
湯

へ
往
き
、
偽
り
て
病
ひ
を
療い

や

し
来
た
り
、
国
の
体
勢
を
讃
へ
て
曰
く
、
纔わ

づ
かに

彼か

の
地
を
観
て
、
病
ひ
は
お
の
づ
か
ら

な

ほ消
り
ぬ
云
々
と
。
天
皇
は
聞
き
て
悦
び

往
き
て
観
む
と
思お

も
ほ欲

せ
り
。

二
ケ
所
に
「
云
々
」
と
あ
っ
て
原
史
料
を
恣
意
的
に
省
略
し
て
お
り
、
さ
ら
に
全

体
が
有
間
皇
子
へ
の
悪
意
に
満
ち
た
作
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
先
入
観
を

取
り
除
い
て
み
る
と
、
皇
子
は
、
お
そ
ら
く
気
鬱
の
病
の
治
療
に
紀
温
泉
を
訪
れ
、

「
わ
づ
か
に
彼
の
地
を
観
て
、病
ひ
は
お
の
づ
か
ら

な

ほ消
り
ぬ
」
と
天
皇
に
報
告
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
皇
子
が
、「
国
の
体
勢
」
を
観
じ
て
こ
れ
を
讃
え
た
と
い
う

の
は
、
陰
陽
道
に
い
う
地
理
に
適
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
天
皇
は
こ
れ
を
聞
い

て
悦
び
、
朕
も
紀
温
泉
の
地
を
観
た
い
、
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

憶
測
す
る
に
、
こ
の
と
き
斉
明
天
皇
は
、
有
間
皇
子
と
同
様
、
愛
孫
の
建
王
の
病

（
あ
る
い
は
唖
）
が
治
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
期
待
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と

こ
ろ
が
そ
の
翌
四
年
五
月
に
建
王
が
早
逝
し
た
た
め
、
十
月
十
五
日
の
紀
温
泉
行
幸

は
、
建
王
を
追
慕
す
る
哀
し
み
の
旅
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

斉
明
天
皇
が
「
有
順
に
し
て
器
重
な
り
」（
素
直
で
才
気
が
あ
る
）
と
高
く
評
価
し
て

い
た
「
皇
孫
」
建
王
が
八
才
で
亡
く
な
っ
た
時
、
斉
明
天
皇
は
今
城
の
谷
上
に
殯
宮

を
建
て
て
王
の
遺
骸
を
安
置
し
、
い
ず
れ
必
ず
朕
の
陵
墓
に
合
葬
す
る
よ
う
群
臣
に

命
じ
た
。
こ
の
と
き
斉
明
天
皇
は
、
哀
し
み
を
込
め
て
三
首
の
歌
を
詠
み
、
そ
の
後

も
折
に
触
れ
て
こ
の
歌
を
唱
っ
て
は
悲
嘆
に
く
れ
た
と
い
う
。

　
　
（
紀
１
）
今い

ま
き城

な
る
小を

む
れ丘

が
上
に
雲
だ
に
も
、
著し

る

く
し
立
た
ば
何
か
歎
か
む

　
　
　

 ﹇
今
城
の
小
丘
の
上
に
、
せ
め
て
雲
で
も
よ
い
か
ら
、
皇
子
の
よ
う
に
す
っ
く
と

立
っ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
に
悲
し
い
想
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
に
﹈

　
　
（
紀
２
）
射い

ゆ
鹿し

し猪
を
認つ

な

ぐ
川か

は
へ上

の
若
草
の
、若
く
あ
り
き
と
吾あ

が
思も

は
な
く
に

　
　
　

 ﹇（
射
た
鹿
猪
を
追
い
か
け
た
川
上
に
萌
え
い
づ
る
若
草
の
よ
う
に
）、
皇
子
が
幼

か
っ
た
と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
の
だ
け
れ
ど
﹈

　
　

 （
紀
３
）
飛
鳥
川
、
漲

み
な
ぎ
らひ

つ
つ
行
く
水
の
、
間あ

ひ
だも

無
く
も
思お

も

ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　

 ﹇
飛
鳥
川
に
溢あ

ふ

れ
ん
ば
か
り
に
流
れ
て
ゆ
く
水
の
よ
う
に
、つ
ぎ
つ
ぎ
に
皇
子
の
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
よ
﹈

第
二
歌
の
「
認
ぐ
」
は
「
跡
を
追
い
求
め
る
」
義
。「
射
ゆ
鹿
猪
を
認
ぐ
川
上
の
若

草
の
」
は
次
の
「
若
く
」
を
導
く
序
詞
で
、
類
歌
が
あ
る
（
万
葉3874

な
ど
）。
そ
の

あ
と
の
「（
建
王
が
）
若
く
あ
り
き
と
吾あ

が
思も

は
な
く
に
」
と
い
う
一
句
は
難
解
で
あ

る
が
、「
王
は
年
令
よ
り
も
も
っ
と
大
人
び
て
見
え
た
の
に
（
ま
だ
ま
だ
幼
く
て
ひ
弱

だ
っ
た
の
だ
な
あ
）」
と
い
う
意
味
に
解
せ
ら
れ
よ
う
か
。

﹇
紀
温
泉
行
幸
の
と
き
の
作
歌
（
そ
の
１
）﹈　

し
か
し
行
幸
は
予
定
通
り
に
行
わ
れ
、

斉
明
天
皇
は
ひ
と
り
、
紀
温
泉
へ
向
か
う
船
の
中
で
、「
お
も
し
ろ
き
今
城
」
に
残
し

て
き
た
建
王
を
偲
ん
で
歌
三
首
を
詠
み
、こ
の
歌
を
後
世
に
ま
で
伝
え
よ
と
詔
し
た
。

　
　
　

 

冬
十
月
庚
戌
朔
甲
子
、
紀
温
湯
に
幸
す
。
天
皇
、
皇
孫
建
王
を
憶
ひ
て

愴い

た爾
み
悲か

な
し泣

め
り
。
す
な
は
ち
口
づ
か
ら
号と

な

へ
て
曰
く
、

　
　
（
紀
４
）
山
越
え
て
海
渡
る
と
も
、お
も
し
ろ
き
今
城
の
中
は
忘
ら
ゆ
ま
し
じ

　
　
　
﹇
山
を
越
え
海
を
渡
っ
て
も
、
楽
し
か
っ
た
今
城
の
中う

ち

は
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
﹈

　
　
（
紀
５
）
水み

な
と門

の
潮う

し
ほの

く
だ
り
海う

な

く
だ
り
、
後う

し
ろも

暗く
れ

に
置
き
て
か
行
か
む

　
　
　

 ﹇
水
門
の
潮
の
流
れ
の
ま
ま
に
海
を
く
だ
り
、わ
た
し
は
皇
子
を
夕
暮
れ
の
な
か
に

置
き
去
り
に
し
て
し
ま
う
﹈

　
　
（
紀
６
）
愛う

つ
くし

き
吾
が
若
き
子
を
置
き
て
か
行
か
む

　
　
　
﹇
わ
た
し
の
愛い

と

し
い
幼
な
子
を
置
き
去
り
に
し
て
、
わ
た
し
は
行
っ
て
し
ま
う
﹈

　
　
　

 

秦
大
蔵
造
万
里
に
詔
し
て
、
世
に
忘
ら
し
む
る
こ
と
な
く
こ
の
歌
を
伝
へ

よ
、
と
曰
ふ
。

第
一
歌
（
紀
４
）
の
「
今
城
の
中う

ち

」
は
義
未
詳
。「
中う

ち

」
と
い
う
語
を
「
宮う

ち中
」
の

義
と
み
れ
ば⑦
、「
今
城
の
中
」
は
建
王
の
宮
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
す
れ
ば

幼
い
建
王
の
殯
宮
も
ま
た
、
王
の
宮
に
近
い
「
今
城
」
付
近
の
谷
（
今
城
ノ
谷
上
）
に
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設
け
た
と
考
え
て
不
自
然
で
は
な
い
。
ま
た
そ
う
考
え
れ
ば
、
上
の
「
お
も
し
ろ
き

今
城
の
中
」
と
い
う
一
句
は
、
建
王
と
祖
母
斉
明
が
「
お
も
し
ろ
き
」
日
々
を
過
ご

し
た
思
い
出
の
場
所
と
し
て
、
い
っ
そ
う
具
体
性
を
も
っ
て
く
る
。

第
二
・
三
歌
（
紀
５
・
６
）
は
「
愛
し
き
吾
が
若
き
子
を
、
後
も
暗
に
置
き
て
か
行

か
む
」
と
い
う
詠
嘆
の
歌
で
あ
る
。「
後
も
暗
に
置
き
て
」
は
、紀
温
泉
に
向
か
う
船

の
後
方
が
し
だ
い
に
夕
闇
に
つ
つ
ま
れ
て
ゆ
く
情
景
に
、「
あ
と
に
暗
い
気
持
ち
を
残

し
た
ま
ま
で
」
と
い
っ
た
寂
寥
感
を
重
ね
併
せ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

﹇
紀
温
泉
行
幸
の
と
き
の
作
歌（
そ
の
２
）﹈　

斉
明
四
年
十
月
の
紀
温
泉
行
幸
の
と
き

に
「
皇
孫
建
王
を
憶
ひ
て
」
詠
ん
だ
と
い
う
三
首
の
歌
（
紀
４
〜
６
）
と
は
べ
つ
に
、

『
万
葉
集
』
に
も
「
中
皇
命
、
紀
温
泉
に
往
き
し
時
の
御
歌
」
三
首
を
掲
げ
て
い
る
。

中
皇
命
が
斉
明
天
皇
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
六
首
の
歌
は
い
ず
れ
も
、
皇
孫

建
王
の
追
慕
と
い
う
、
同
じ
心
象
風
景
を
詠
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
さ

す
れ
ば
『
万
葉
集
』
の
三
首
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
「
吾
」
が
斉
明
天
皇
を
指
し
、

「
君
」「
わ
が
背
子
」「
わ
が
欲ほ

り
し
子
」「
吾
子
（
阿
胡
）」
が
建
王
を
指
し
て
い
る
こ

と
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
紀
温
泉
へ
向
か
う
斉
明
天
皇

の
胸
裏
に
は
、
建
王
へ
の
追
慕
以
外
の
詩
想
が
入
り
込
む
余
地
は
な
か
っ
た
に
ち
が

い
な
い
。

　
　
　
　

中
皇
命
、
紀
温
泉
に
往
き
し
時
の
御
歌

　
　
（
10
） ﹇
第
一
歌
﹈
君
が
歯よ

も
吾
が
代
も
知
る
や
磐い

は
し
ろ代

の
、
岡
の
草
根
を
い
ざ

結
び
て
な

　
　
　

 ﹇
あ
な
た
の
年よ

わ
い令

（
す
な
わ
ち
寿
命
）
も
わ
た
し
の
年
令
も
取
り
仕
切
っ
て
い
る
と

い
う
磐い
は
し
ろ代

の
岡
の
草
根
を
、
さ
あ
結
び
ま
し
ょ
う
﹈

　
　
（
11
） ﹇
第
二
歌
﹈
わ
が
背
子
は
仮か

り
ほ廬

作
ら
す
、
草
無
く
は
小
松
が
下
の
草
を

刈
ら
さ
ね

　
　
　

 ﹇
わ
た
く
し
の
彼
が
仮
廬
を
作
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、も
し
草
が
足
り
な
か
っ

た
ら
そ
の
小
松
の
下
の
草
を
お
苅
り
な
さ
い
な
﹈

　
　
（
12
） ﹇
第
三
歌
﹈
わ
が
欲ほ

り
し
子
島
は
見
し
を
、
底
深
き
阿
胡
根
の
浦
の
珠

そ
拾ひ

り

は
ぬ

　
　
　

 ﹇
わ
た
く
し
が
逢
い
た
い
子み

こ

よ
、
そ
の
子み

こ
し
ま島

は
、
底
深
き
阿あ

こ

ね
胡
根
の
浦
を
み
せ
て
く

れ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
深
く
て
海
底
の
珠
は
拾
え
な
い
（
子み

こ

に
も
も
う
会
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
だ
）﹈

第
三
歌
（
12
）
の
正
伝
は
「
わ
が
欲
り
し
野
島
は
見
せ
つ
」
で
始
ま
る
が
、
左
注

に
「
或
は
頭
に
云
は
く
、
吾
が
欲
り
し
子
島
は
見
し
を
」
と
し
て
異
説
を
掲
げ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
「
わ
が
欲
り
し
子
」
を
「
子
島
」
に
掛
か
る
有
意
の
一
句
と
み
て
、

「
野
島
は
見
せ
つ
」
を
排
し
て
「
子
島
は
見
し
を
」
を
本
来
の
か
た
ち
と
考
え
た⑧
。

﹇
有
間
皇
子
の
歌
﹈　

さ
て
、
第
一
歌
（
10
）
の
「
磐
代
の
、
岡
の
草
根
を
い
ざ
結
び

て
な
」
と
い
う
詞
章
や
、
第
二
歌
（
11
）
の
「
小
松
」
は
、『
万
葉
集
』
巻
第
二
「
挽

歌
」
の
部
に
載
せ
る
有
間
皇
子
の
歌
と
呼
応
し
て
い
る⑨
。

　
　
　
　

有
間
皇
子
、
自
ら
傷
み
て
松
枝
を
結
ぶ
歌
二
首

　
　
（141

）
磐
代
の
浜
松
の
枝
を
引
き
結
び
、
真
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
還
り
見
む

　
　
（142

）
家
に
あ
れ
ば
笥
に
盛
る
飯
を
、
草
枕
旅
に
し
あ
れ
ば
椎
の
葉
に
盛
る

こ
れ
ら
の
歌
に
つ
い
て
、『
万
葉
集
』
は
斉
明
朝
（
後
岡
本
宮
御
宇
天
皇
代　
天
豊
財
重
日

足
姫
天
皇
、
譲
位
後
即
後
岡
本
宮
）
の
作
歌
と
し
て
お
り
、
一
般
に
は
、
斉
明
四
年
の
謀
叛
事
件
発

覚
後
に
、紀
温
泉
の
天
皇
の
も
と
へ
皇
子
が
送
致
さ
れ
た
時
の
歌
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
有
間
皇
子
、
自
ら
傷
み
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

む
ろ
ん
こ
れ
は
『
万
葉
集
』
編
者
が
付
し
た
題
詞
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
は
、有
間
皇
子
が
紀
温
泉
へ
二
度
行
っ
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
最

初
は
斉
明
三
年
九
月
の
病
気
療
養
の
と
き
、
二
回
目
は
翌
四
年
十
一
月
の
謀
叛
事
件

発
覚
後
で
あ
る
。
た
だ
し
二
回
目
に
皇
子
が
紀
温
泉
に
ま
で
到
っ
た
か
ど
う
か
は
確

証
は
な
い
。

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、斉
明
四
年
十
一
月
九
日
に
有
間
皇
子
は
逮
捕
さ
れ
て
紀

温
泉
へ
送
ら
れ
た
が
、
十
一
日
に
、
紀
温
泉
よ
り
も
は
る
か
手
前
の
藤
白
坂
で
殺
さ
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れ
た⑩
。

か
り
に
大
和
か
ら
紀
温
泉
へ
到
り
、
天
皇
の
訊
問
を
受
け
て
断
罪
さ
れ
た
の
ち
に

殺
さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
藤
白
坂
ま
で
戻
っ
て
処
刑
さ
れ
た
理
由

が
理
解
し
難
く
、
ま
た
日
程
に
も
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
澤
瀉1957

、p.186

）。

し
た
が
っ
て
斉
明
天
皇
の
も
と
へ
は
、
有
間
皇
子
謀
叛
の
報
せ
は
届
い
た
も
の
の
、

有
間
皇
子
の
処
刑
は
、
紀
温
泉
へ
向
か
う
途
中
に
中
大
兄
皇
子
の
指
示
で
行
わ
れ
、

斉
明
天
皇
は
事
後
に
こ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く

中
大
兄
皇
子
は
、
最
初
か
ら
蘇
我
赤
兄
と
と
も
に
都
に
あ
っ
て
、
有
間
皇
子
事
件
に

専
従
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

と
す
る
な
ら
ば
皇
子
が
磐
代
の
浜
松
の
枝
を
結
ん
だ
の
は
、
謀
叛
事
件
の
お
き
た

斉
明
四
年
で
は
な
く
、
そ
の
前
年
九
月
に
療
養
の
た
め
紀
温
泉
へ
行
っ
た
帰
路
で
の

出
来
事
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
浜
松
の
枝
を
結
ん
で
、「
真
幸
く
あ
ら
ば
ま
た
還
り
見

む
」
と
言
っ
た
の
は
、
よ
い
機
会
を
得
て
紀
温
泉
を
再
訪
し
た
い
も
の
だ
、
と
述
べ

た
に
す
ぎ
ず
、「
真
幸
く
あ
ら
ば
」
と
い
う
歌
詞
や
「
家
に
あ
れ
ば
」
の
歌
を
こ
と
さ

ら
重
大
に
考
え
る
必
要
は
な
い
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
つ
づ
く
長
忌
寸
意
吉
麿
、
山
上
臣
憶
良
、
柿
本
朝
臣
人
麿
ら
の

歌
（
万
葉143

〜060

）
は
、
有
間
皇
子
が
殺
さ
れ
て
か
ら
一
定
の
年
月
を
経
た
の
ち

の
作
歌
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
再
訪
の
望
み
を
託
し
た
結
び
松
の
行
為
と
、
そ
の
後

の
皇
子
刑
死
と
の
落
差
が
、
こ
れ
ら
歌
人
た
ち
の
哀
切
さ
を
一
層
か
き
た
て
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
『
万
葉
集
』
の
編
者
も
「
歌
の
意こ

こ
ろ」

を
汲
ん
で
、
敢
え

て
こ
れ
ら
の
歌
を
挽
歌
の
部
に
載
せ
「
有
間
皇
子
、
自
ら
傷
み
て
」
と
題
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

﹇
斉
明
天
皇
の
孤
独
﹈　

斉
明
天
皇
も
有
間
皇
子
の
結
び
松
の
こ
と
は
、
そ
の
歌
と
と

も
に
聞
き
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
斉
明
天
皇
は
有
間
皇
子
に
奨
め
ら

れ
る
ま
ま
に
紀
温
泉
へ
行
幸
す
る
こ
と
を
決
め
、
紀
温
湯
へ
の
道
す
が
ら
有
間
皇
子

の
歌
に
誘
わ
れ
て
「
君
が
歯よ

も
吾
が
代
も
知
る
磐い

は
し
ろ代

の
岡
の
草
根
」
を
結
び
、
ま
た

小
松
の
下
草
を
苅
る
と
い
う
詩
想
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
「
君
が
歯よ

も
」
の
「
君
」
を
中
大
兄
皇
子
と
し
「
歯
」
を
御
代
の
義
と
す
る

意
見
が
あ
る
（
澤
瀉1957

）。
し
か
し
斉
明
天
皇
の
重
祚
や
、
そ
の
崩
後
の
七
年
間
に

及
ぶ
空
位
の
事
実
を
み
る
と
、
斉
明
天
皇
と
そ
の
周
辺
の
重
臣
た
ち
は
中
大
兄
皇
子

の
即
位
に
は
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
ら
し
い
（
孝
徳
前
紀
）。
ま
た
中
大
兄
皇
子
自
身
に

も
皇
位
へ
の
強
い
執
着
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
少
な
く
と
も
斉
明

天
皇
の
在
世
中
に
は
、中
大
兄
皇
子
（
君
）
の
御
代
（
歯
）
と
い
う
発
想
は
生
ま
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
た
が
っ
て
第
二
歌
（
11
）
の
「
わ
が
背
子
」
も
中
大
兄
皇
子
を
指
す
と
み
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
仮
廬
を
作
る
た
め
に
「
皇
太
子
」
が
み
づ
か
ら

草
を
刈
り
、
そ
れ
を
傍
ら
か
ら
「
天
皇
」
が
励
ま
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
構
図
は

想
像
し
難
い
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
斉
明
天
皇
の
想
像
上
の
所
産
で
あ
り
、

第
一
歌
（
10
）
と
同
様
に
第
二
歌
（
11
）
も
ま
た
、
斉
明
天
皇
の
思
い
出
の
中
に
い

る
建
王
と
の
い
と
な
み
を
詠
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

憶
測
す
れ
ば
、
か
つ
て
天
皇
は
建
王
と
と
も
に
草
を
刈
り
仮
廬
を
作
っ
て
遊
ん
だ

野
遊
び
の
記
憶
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
第
一
歌
（
10
）
の
草
結
び
に
引
か
れ
て
喚
起
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
こ
の
小
松
は
、有
間
皇
子
が
枝
を
結
ん
だ「
磐

代
の
浜
松
」
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
歌

は
、
微
笑
ま
し
い
情
景
ど
こ
ろ
か
、
愛
孫
を
亡
く
し
た
斉
明
の
哀
切
な
心
象
風
景
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
第
三
歌
（
12
）
に
も
建
王
へ
の
思
い
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。「
吾
が
欲
り
し

子
島
は
見
し
を
」
と
い
う
一
句
は
、「
吾
が
欲
り
し
子
」（
建
王
）
と
「
子
島
」
と
を
掛

け
て
お
り
、「
阿あ

こ

ね
胡
根
の
浦
の
珠
」
も
吾あ

こ子
（
建
王
）
へ
の
連
想
が
込
め
ら
れ
て
い
た

に
違
い
な
い
（
胡
・
子
と
も
甲
類
音
）。

﹇
宝
皇
女
の
長
期
政
権
﹈  

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
宝
皇
女
が
、
舒
明

在
位
中
の
「
皇
后
」
時
代
に
も
、ま
た
斉
明
天
皇
時
代
に
も
、「
仲

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

天
皇
」「
中

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

皇
命
」
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と
呼
ば
れ
、
孝
徳
朝
に
も
「（
袁
智
）
天
皇
」
と
呼
ば
れ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
孝
徳
朝
に
は
「
皇
祖
母
尊
」
と
い
う
他
に
例
を
み
な
い
尊
号
を
奉
ら
れ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
皇
祖
母
尊
」
の
名
は
、
皇
祖
大
兄
・
皇
祖
母
命
・
皇
祖

母
尊
・
皇
孫
と
い
う
独
自
の
体
系
を
も
つ
尊
号
で
あ
り
、
の
ち
の
皇
太
后
に
比
べ
て
、

よ
り
強
く
聖
性
を
帯
び
た
称
号
で
あ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
皇
極
元
年
七
月
の
大
旱
魃
に

は
、
天
皇
は
強
烈
な
巫
女
的
権
能
を
発
揮
し
て
神
懸
か
っ
た
雨
乞
い
で
大
成
功
を
お

さ
め
、「
至
徳
天
皇
」
と
讃
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
崩
御
後
の
天
智
称
制
時
代
に
お

い
て
さ
え
、
彼
女
は
な
お
も
「（
中
宮
）
天
皇
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
宝
皇
女
が
舒
明
・
皇
極
・
孝
徳
・
斉
明
の

四
代
に
わ
た
っ
て
皇
権
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
推
古
天
皇

の
三
十
六
年
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
三
十
三
年
間
の
長
期
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

﹇
ナ
カ
ツ
の
語
義
に
つ
い
て
﹈　

な
お
「
中
（
ナ
カ
ツ
）」
の
語
に
つ
い
て
は
、
一
般
に

二
人
目
あ
る
い
は
二
代
目
の
義
と
さ
れ
て
お
り
（
本
居
宣
長
『
歴
朝
詔
詞
解
』）、
そ
の

よ
う
に
理
解
す
べ
き
例
は
多
い
。
皇
極
天
皇
自
身
、
糠
手
姫
皇
女
所
生
の
第
二
子
と

し
て
「
中
津
王
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
大
兄
皇
子
は
、
舒
明
天
皇
の
皇
子
た
ち
の
う
ち
、
古
人
大
兄
皇
子
に
つ
ぐ
二
人

目
の
大
兄
皇
子
で
あ
る
。
ま
た
「
中な

か
つ
み
こ女」（

推
古
前
紀
）
と
呼
ば
れ
た
推
古
天
皇
は
、

堅
塩
媛
所
生
の
第
四
子
で
あ
る
が
、
皇
女
と
し
て
は
第
二
子
に
あ
た
る
の
で
、
二
人

目
の
女
子
と
し
て
「
中
女
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。「
中
津
少
童
神
」「
中
筒
之
男

（
中
ツ
津
之
男
）」
な
ど
の
神
々
や
「
仲
子
」（
応
神
二
十
二
年
紀
）
な
ど
も
三
人
兄
弟
の

「
中
ツ
子
」
で
あ
り
、
足
仲
彦
尊
（
仲
哀
天
皇
）
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
、
住
吉
仲
皇
子

は
仁
徳
天
皇
の
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
泊
瀬
仲
王
は
聖
徳
太
子
の
第

二
子
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
中
継
ぎ
」
と
い
う
意
味
で
「
中
（
ナ
カ
ツ
）」
が
用

い
ら
れ
た
明
確
な
事
例
は
、
記
紀
に
は
み
あ
た
ら
な
い⑪
。
ま
た
神
と
人
と
の
「
仲
立

ち
」
説
は
、
折
口
信
夫
の
「
女
帝
考
」
以
来
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
き
た
が
、
そ
う
解

釈
す
べ
き
史
料
的
根
拠
も
み
あ
た
ら
な
い
。
さ
ら
に
「
中
津
」
を
地
名
と
み
る
説
（
中

山
厳
水
『
万
葉
集
古
義
』）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い⑫
。

む
す
び

本
稿
で
は
、
ま
ず
舒
明
・
皇
極
（
斉
明
）・
孝
徳
の
三
天
皇
が
同
母
の
兄
妹
で
あ
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
仁
徳
天
皇
か
ら
孝
徳
天
皇
に
い
た
る
皇
位
継
承

が
、
例
外
な
く
兄
弟
姉
妹
の
相
承
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。

﹇
皇
統
譜
Ⅱ
﹈
仁
徳
┤
履
中
│
○　

┤
顕
宗　
　
　
　
　
　

┐
敏
達
│
○
┤
舒
明　
　
　
　

┐（
空
位
）天
智

　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　
　
　

─　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　

┬
反
正
┐
安
康
┌
仁
賢
│
武
烈
┐
安
閑
┬
用
明　
　

┬
皇
極
（
斉
明
）
├
天
武

　
　
　
　
　
　
　

─　
　

─　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　

─　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　

┌
允
恭
├
雄
略
│
清
寧　
　
　

┬
宣
化
┬
崇
峻　
　

┌
孝
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─　
　

─

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
│
継
体
├
欽
明
├
推
古

直
系
継
承
法
が
模
索
さ
れ
始
め
た
の
は
つ
ぎ
の
斉
明
朝
か
ら
で
、
皇
祖
母
尊
の
も

と
で
皇
孫
建
王
の
擁
立
が
図
ら
れ
た
。
建
王
の
夭
折
に
よ
り
こ
の
試
み
は
挫
折
し
た

が
、
天
照
大
神
か
ら
応
神
天
皇
ま
で
の
直
系
継
承
系
譜
は
こ
の
段
階
で
構
想
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
。

﹇
皇
統
譜
Ⅰ
﹈ 

天
照
大
神
│
天
忍
穂
耳
尊
│
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
│
彦
火
火
出
見
尊
│
鵜
葺
草
葺
不
合
尊
│

神
武
│
綏
靖
│
安
寧
│
懿
徳
│
孝
昭
│
孝
安
│
孝
霊
│
孝
元
│
開
化
│
崇
神
│
垂
仁
│

景
行
┤
成
務

　
　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　
　

┌
○　

│
仲
哀
│
応
神

つ
い
で
中
大
兄
皇
子
が
即
位
し
て
、
大
友
皇
子
擁
立
と
い
う
か
た
ち
で
母
親
の
遺

志
を
継
ご
う
と
し
た
が
、
こ
の
企
て
も
壬
申
乱
に
よ
り
流
産
し
、
天
武
天
皇
が
即
位

し
て
天
智
ー
天
武
の
兄
弟
相
承
が
存
続
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
直
系
の
皇
位
継
承
が

実
現
す
る
の
は
持
統
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
持
統
天
皇
は
、
天
智
の
皇
女
と
し
て
即
位

し
、
草
壁
皇
子
の
夭
折
後
に
軽
皇
子
（
文
武
天
皇
）
に
譲
位
し
た
。
そ
の
結
果
、「
舒

明
―
天
智
―
持
統
―
（
草
壁
皇
子
）
―
文
武
―
聖
武
―
孝
謙
」
と
い
う
七
代
に
わ
た
る

直
系
系
譜
の
成
立
に
道
を
開
い
た
。
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﹇
皇
統
譜
Ⅲ
﹈
┤
持
統
│
○
┤
文
武
│
聖
武
│
孝
謙
（
称
徳
）
│

　
　
　
　
　

─　
　
　
　

─

　
　
　
　
　

┌
元
明　
　

┌
元
正

と
こ
ろ
で
軽
皇
子
（
文
武
天
皇
）
の
擁
立
に
関
連
し
て
『
懐
風
藻
』（
葛
野
王
伝
）
に

興
味
深
い
史
料
が
あ
る
。

高
市
皇
子
の
薨
後
に
、持
統
天
皇
は
日
嗣
（
皇
位
継
承
）
の
こ
と
を
皇
族
や
重
臣
に

議
っ
た
が
、
様
々
の
意
見
が
出
て
紛
糾
し
た
。
そ
の
席
上
で
葛
野
王
（
大
友
皇
子
の
長

子
）
が
、「
我
が
国
家
の
法
た
る
や
、
神
代
以
来
、
子
孫
相
承
け
、
以
て
天
位
を
襲つ

ぐ
。

も
し
兄
弟
に
相
及
ぼ
さ
ば
、
す
な
わ
ち
乱
は
こ
れ
よ
り
興
ら
む
」
と
述
べ
、
反
対
意

見
を
差
し
挟
も
う
と
し
た
弓
削
皇
子
（
高
市
皇
子
の
異
母
弟
）
を
制
し
た
と
い
う
。
こ

こ
に
言
う
「
乱
」
は
、
具
体
的
に
は
壬
申
の
乱
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
水
林2005

、

p.120

）。
持
統
天
皇
は
こ
の
発
言
を
嘉
と
し
て
、葛
野
王
を
正
四
位
式
部
卿
に
抜
擢
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
文
武
天
皇
の
皇
位
継
承
が
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

葛
野
王
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
歴
史
的
事
実
に
反
し
て
い
る
。
し
か
し
敢
え
て
兄
弟

相
承
を
否
定
し
て
直
系
継
承
を
主
張
す
る
こ
と
で
、天
武
系
皇
統
の
鼻
先
を
押
さ
え
、

天
智
系
皇
統
の
存
続
を
強
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
市
皇
子
や
弓
削
皇
子
、
舎
人
皇

子
、
新
田
部
皇
子
、
穂
積
皇
子
、
忍
壁
皇
子
ら
天
武
の
遺
児
た
ち
の
多
方
面
に
わ
た

る
活
躍
は
、
草
壁
太
子
を
失
っ
た
持
統
天
皇
を
首
班
と
す
る
天
智
系
皇
統
の
人
々
に

は
大
き
な
脅
威
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
事
実
ま
た
兄
弟
相
承
の
慣
習
に
従
え
ば
、
天

武
の
遺
児
た
ち
が
皇
位
に
即
く
可
能
性
も
排
除
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
に
葛
野
王
が
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、「
神
代
以
来
、
子
孫
相
承
け
て
天
位
を

襲
っ
て
き
た
我
が
国
家
の
法
」
こ
そ
、「
不
改
常
典
」
の
主
旨
で
あ
ろ
う
。「
不
改
常

典
」
が
天
智
系
皇
統
の
直
系
継
承
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
は
な
い
（
篠

川2001.3

、p.109

〜
）。
し
か
し
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
て
言
え
ば
、
斉
明
・
天
智
以
来

の
悲
願
で
あ
っ
た
直
系
相
承
の
理
念
が「
天
智
天
皇
の
遺
戒
」と
い
う
か
た
ち
を
と
っ

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
す
な
わ
ち
大
友
皇
子
の
遺
児

葛
野
王
の
こ
の
発
言
を
下
敷
き
に
し
て
、
持
統
・
元
明
姉
妹
が
「
天
智
天
皇
の
遺
戒
」

す
な
わ
ち
「
不
改
常
典
」
と
い
う
か
た
ち
に
ま
と
め
、
天
智
系
皇
統
に
よ
る
直
系
相

続
の
正
統
性
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

問
題
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注①　
『
宋
書
』
や
『
梁
書
』
に
み
え
る
倭
五
王
の
系
譜
に
お
い
て
、
讃
・
珍
と
興
・
武
は

そ
れ
ぞ
れ
兄
弟
と
さ
れ
て
い
る
。『
宋
書
』は
珍
と
済
と
の
関
係
を
記
し
て
い
な
い
が
、

『
梁
書
』
で
は
珍
（
弥
）
と
済
は
父
子
と
さ
れ
て
い
る
。
か
り
に
こ
の
父
子
関
係
に
つ

い
て
、『
梁
書
』
執
筆
段
階
で
不
明
で
あ
っ
た
珍
と
済
の
関
係
を
、
中
国
の
父
子
相
承

観
念
に
よ
り
不
用
意
に
父
子
と
し
て
つ
な
い
だ
も
の
と
す
れ
ば
、ま
た
実
際
に
は
珍
と

済
が
兄
弟
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、記
紀
に
伝
え
る
履
中
〜
雄
略
五
代
の
系
譜
と
倭
五
王

の
系
譜
は
完
全
に
一
致
す
る
（
あ
る
い
は
逆
に
履
中
・
反
正
と
允
恭
と
を
兄
弟
と
す
る

記
紀
の
系
譜
を
疑
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
）。
な
お
応
神
天
皇
以
前
の
父
子
直
系
型
の

系
譜
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
天
皇
の
即
位
事
情
や
実
在
・
非
実
在
の
問
題
と
は
べ
つ

に
、
そ
の
史
実
性
が
疑
わ
し
く
、
そ
れ
が
後
世
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
し
か
し
一
方
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
辛
亥
銘
鉄
剣
に
は
、
オ
ホ
ビ
コ
か
ら
ヲ
ワ

ケ
オ
ミ
ま
で
の
八
代
を
父
子
直
系
で
つ
な
ぐ
系
譜
が
み
え
、辛
亥
年
（
四
七
一
年
ま
た

は
五
三
一
年
）
当
時
に
、
皇
位
継
承
と
は
べ
つ
に
、
一
般
の
豪
族
た
ち
が
父
子
直
系
系

譜
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

②　

父
子
直
系
継
承
の
観
念
に
基
づ
く
「
太
子
（
皇
太
子
）」
に
対
し
て
、「
大
兄
」

「
皇す
め
い
ろ
ど
の
み
こ

弟
皇
子
」「
須す

め

い

ろ

ど

売
伊
呂
杼
」「
太
皇
弟
」
な
ど
兄
弟
相
承
を
裏
付
け
る
語
群
の
存
在

に
注
意
し
た
い
。
ま
た
『
隋
書
』
に
「
倭
王
は
天
を
以
て
兄
と
し
、日
を
も
っ
て
弟
と

な
す
」
と
あ
る
記
述
も
、
神
代
史
の
構
想
と
こ
と
な
り
、
倭
王
を
め
ぐ
る
世
界
の
仕
組

み
を
兄
弟
関
係
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。こ
の
こ
と
が
天
命
思
想
に
拠
っ
て
立
つ
中
国

の
天
子
（
隋
高
祖
）
を
し
て
「
こ
れ
大
い
に
義
理
な
し
」（
ま
っ
た
く
道
理
が
通
ら
な

い
）
と
言
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。

③　

日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
下
巻p.216

頭
注
1
。

④　
『
日
本
書
紀
』
允
恭
二
年
紀
に
は
名
形
大
娘
皇
女
。
た
だ
し
雄
略
前
紀
は
そ
の
分
註

で
、
安
康
皇
后
を
履
中
の
御
子
中
蒂
姫
皇
女
（
更
名
長
田
大
娘
皇
女
）
に
宛
て
て
い

る
。
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⑤　

遠
智
娘
は
蘇
我
山
田
石
川
麻
呂
の
女
で
、
中
大
兄
皇
子
と
の
間
に
、
大
田
皇
女
・
鸕

野
皇
女
・
建
皇
子
と
い
う
三
人
の
御
子
を
儲
け
た
。
し
か
し
大
化
五
年649

三
月
紀

に
、
石
川
麻
呂
が
中
大
兄
皇
子
か
ら
謀
反
の
疑
い
を
受
け
て
自
決
し
た
こ
と
、
遠
智
娘

が
下
手
人
の
物
部
二
田
造
塩
の
名
を
嫌
い
近
侍
の
者
た
ち
も
二
田
造
塩
の
こ
と
を

堅き
た
し塩

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、の
ち
傷
心
の
た
め
に
遠
智
娘
が
亡
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
記
す
。
遠
智
娘
薨
去
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、お
そ
ら
く
建
王
を
生
ん
で
間

も
な
く
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
建
王
は
斉
明
四
年658

に
八
歳
で
薨
じ
て
い
る
か
ら
、そ

の
誕
生
は
白
雉
二
年651

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
憶
測
す
る
に
、遠
智
娘
の
薨
後
こ
の

遺
児
た
ち
を
育
て
た
の
は
祖
母
の
皇
極
天
皇
（
当
時
は
皇
太
后
）
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
三
人
の
遺
児
の
う
ち
鸕
野
皇
女
（
の
ち
の
持
統
天
皇
）
だ
け
は
、

遠
智
娘
の
妹
の
姪
娘
（
元
明
天
皇
の
生
母
）
に
ひ
き
と
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い

う
の
も
皇
極
天
皇
は
建
皇
子
と
大
田
皇
女
に
は
「
皇
孫
」
の
称
を
与
え
た
が
、鸕
野
皇

女
に
は
与
え
て
い
な
い
。
ま
た
持
統
天
皇
は
、実
姉
の
大
田
皇
女
が
天
武
と
の
間
に
儲

け
た
大
津
皇
子
を
、
天
武
の
崩
御
を
待
っ
て
た
め
ら
い
も
な
く
殺
害
し
、
そ
の
一
方
で

は
、
の
ち
の
ち
ま
で
元
明
天
皇
と
協
力
し
て
天
智
系
皇
統
を
護
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

⑥　

従
来
、持
統
天
皇
は
天
武
天
皇
の
皇
后
と
し
て
皇
位
に
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

が
、そ
れ
は
中
国
の
天
子
や
朝
鮮
の
大
王
に
は
ま
れ
な
「
女
帝
」
を
特
別
視
し
た
こ
と

に
よ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
先
入
観
を
排
す
る
な
ら
ば
、
持
統
は
天
智
の
子
、
草
壁
皇

子
は
天
智
の
孫
と
い
う
関
係
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
持
統
は
、た
ま
た

ま
天
武
の
皇
后
で
あ
っ
た
が
、あ
く
ま
で
も
天
智
の
皇
女
と
し
て
即
位
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
女
帝
と
し
て
は
、朝
鮮
で
は
新
羅
の
第
二
十
七
代
善
徳
女

王
（632

〜47

）
と
第
二
十
八
代
真
徳
女
王
（647

〜54

）
お
よ
び
第
五
十
一
代
真
聖

女
王
（887

〜897

）
の
三
代
の
み
で
あ
り
、中
国
で
は
周
（
唐
）
の
則
天
武
后
（690

〜705

）
が
唯
一
の
女
帝
で
あ
っ
た
が
、
日
本
で
は
こ
れ
ら
に
先
ん
じ
て
推
古
天
皇

（593

〜
）
に
始
ま
り
、
皇
極
・
斉
明
・
持
統
・
元
明
・
元
正
・
孝
謙
を
経
て
称
徳
天

皇（
〜770

）に
至
る
八
代
の
女
帝
を
数
え
た
。
こ
の
こ
と
は
古
代
の
日
本
に
お
い
て
、

単
に
中
継
ぎ
と
い
う
以
上
に
、女
帝
が
男
帝
と
同
等
の
地
位
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

⑦　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
三
省
堂
版
「
中う
ち

」
の
項
参
照
。

⑧　
「
野
島
は
見
せ
つ
」
と
い
う
一
句
は
、「
わ
が
欲
り
し
子み
こ

」
と
「
子み

こ

島
」
と
の
関
係
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
の
ち
に
、
野
島
と
い
う
現
存
す
る
地
名
（
御
坊
市
名
田
町
野
島

村
）
に
置
き
換
え
て
字
余
り
を
解
消
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
第
一
・
二
歌
が
紀

温
湯
へ
向
か
う
途
中
の
磐
代
（
南
部
町
岩
代
）
で
詠
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、「
子
島
」
や

「
阿
胡
根
の
浦
」
を
詠
み
込
ん
だ
第
三
歌
に
つ
い
て
も
、
磐
代
以
南
で
詠
ま
れ
た
と
す

る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う（
ち
な
み
に
磐
代
と
紀
温
泉
と
の
中
間
に
田
辺
市
神み
こ
の
は
ま

子
浜
が
あ

る
）。
な
お
、
左
注
に
は
つ
づ
け
て
「
右
は
、
山
上
憶
良
大
夫
の
類
聚
歌
林
を
検
ふ
る

に
曰
く
、
天
皇
御
製
歌
云
々
」
と
あ
る
。「
右
」
と
い
う
の
が
三
首
の
す
べ
て
を
指
す

の
か
第
三
歌
の
み
を
指
す
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、第
三
歌
に
限
定
す
る
積
極
的
な
理

由
が
見
出
せ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
三
首
す
べ
て
を
指
す
と
み
て
お
く
。

⑨　

田
中
卓
「
中
皇
命
と
有
馬
皇
子
」
は
、『
万
葉
集
』
の
中
皇
命
の
歌
（10

）
と
有
間

皇
子
の
歌
（141

）
と
を
同
時
の
作
歌
と
み
る
荷
田
春
満
（『
万
葉
集
僻
案
集
』）
の
説

を
紹
介
し
賛
同
し
て
い
る
。
た
だ
し
中
皇
命
に
つ
い
て
は
、春
満
は
有
間
皇
子
の
妻
と

し
、
田
中
氏
は
間
人
皇
女
に
充
て
て
い
る
。

⑩　
「（
斉
明
四
年
十
一
月
）
甲
申
（
五
日
）、（
中
略
）
こ
の
夜
半
、
赤
兄
、
物
部
朴
井
連

鮪
を
遣
は
し
、造
宮
丁
を
率
ゐ
て
有
間
皇
子
を
市
経
ノ
家
に
囲
ま
し
む
。
す
な
は
ち
駅

使
を
遣
は
し
天
皇
の
所
に
奏
す
。
戊
子
（
九
日
）、
有
間
皇
子
と
守
君
大
石･

坂
合
部

連
薬･

塩
屋
連

魚
を
捉
え
、紀
温
湯
へ
送
れ
り
。
舎
人
新
田
部
米
麻
呂
従
ひ
き
。
こ

こ
に
皇
太
子
、親
し
く
有
間
皇
子
に
問
ひ
て
曰
く
『
何
故
の
謀
反
ぞ
』
と
。
答
へ
て
曰

く
『
天
と
赤
兄
と
知
ら
む
。
吾
は
全
く
解
せ
ず
』
と
。
庚
寅
（
十
一
日
）、
丹
比
小
沢

連
国
襲
を
遣
は
し
、
有
間
皇
子
を
藤
白
坂
に
絞
ら
し
む
。
こ
の
日
、
塩
屋
連

魚
と
舎

人
新
田
部
連
米
麻
呂
を
藤
白
坂
に
斬
る
（
中
略
）。
守
君
大
石
を
上
毛
野
国
へ
、
坂
合

部
薬
を
尾
張
国
へ
流
せ
り
。」
す
な
わ
ち
五
日
夜
半
に
蘇
我
赤
兄
は
有
間
皇
子
の
邸
を

包
囲
し
て
天
皇
に
急
報
。
九
日
に
（
お
そ
ら
く
天
皇
か
ら
の
指
示
を
得
て
）
有
間
皇
子

一
味
を
紀
温
湯
へ
送
り
出
す
こ
と
に
な
り
、こ
の
時
に
中
大
兄
は
有
間
皇
子
を
訊
問
し

て
い
る
。
し
か
し
皇
子
は
紀
温
湯
へ
の
護
送
の
途
中
、十
一
日
に
藤
白
坂
に
お
い
て
近

従
（
塩
屋
連

魚
・
舎
人
新
田
部
連
米
麻
呂
）
と
と
も
に
殺
害
さ
れ
、
天
皇
へ
の
拝
謁

の
機
会
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。な
お
こ
の
と
き
流
罪
と
さ
れ
た
守
君
大

石
と
坂
合
部
薬
は
、
の
ち
に
天
智
朝
に
仕
え
て
活
躍
し
て
お
り
、
こ
の
謀
叛
事
件
が
、

守
君
大
石
や
坂
合
部
連
薬
ら
を
使
っ
て
中
大
兄
と
赤
兄
が
企
て
た
謀
略
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。

⑪　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年769

十
月
乙
未
朔
条
に
「
中

な
か
つ
す
め
ら
み
こ
と

天
皇
」
の
名
が
み
え



三
七

皇
極
（
斉
明
）
天
皇
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て 

181

る
。
す
な
わ
ち
称
徳
天
皇
の
詔
（
宣
命
）
の
な
か
に
「
新
城
ノ
大
宮
に
天
下
治
給
し
中

天
皇
」
の
遺
詔
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
「
中
天
皇
」
は
つ
ぎ
の
天
皇
を

「
朕
子
天
皇
」
と
よ
び
、
さ
ら
に
そ
の
後
継
を
「
是
（
朕
子
天
皇
）
ノ
太
子
」
と
呼
ん

で
、「
王
等
」
に
よ
る
皇
位
簒
奪
や
「
臣
等
」
の
陰
謀
を
戒
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
元
正
天
皇
（
中
天
皇
）・
聖
武
天
皇
（
朕
子
天
皇
）・
孝
謙
天
皇
（
是
ノ
太
子
）
と

い
う
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
中
天
皇
」
に
つ
い
て
は
「
平
城
宮
の
二
代
目
天
皇
」

の
義
と
み
て
、
元
正
天
皇
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
（
本
居
宣
長
、
田
中
卓
）、
ほ

か
に
元
明
天
皇
説
（
喜
田
貞
吉
）
が
あ
る
。
な
お
元
正
天
皇
が
「
平
城
宮
御
宇
中
太
上

天
皇
」
と
呼
ば
れ
る
場
合
が
あ
る
が
（
東
大
寺
献
物
帳
・
正
倉
院
御
物
象
牙
牌
）、
こ

の
「
中
」
は
「
中
天
皇
」
の
「
中
」
と
は
異
な
り
、先
太
上
天
皇
（
元
明
天
皇
）
と
後

太
上
天
皇
（
聖
武
天
皇
）
と
の
「
間
」
の
義
と
さ
れ
て
い
る
（
田
中1985

）。

⑫　

ナ
カ
ツ
と
い
う
地
名
は
各
地
に
み
ら
れ
、「
中
」「
仲
」
と
書
く
場
合
（
播
磨
国
佐
用

郡
中な
か
つ
が
わ川

郷
・
大
隅
国
桑
原
郡
仲
川
郷
な
ど
）、「
中
津
」「
仲
津
」
と
書
く
場
合
（
近
江

国
野
洲
郡
中
津
荘
・
豊
前
国
仲
津
郡
仲
津
郷
な
ど
）
の
ほ
か
、「
長
津
」
と
書
く
場
合

（
筑
前
国
那
珂
郡
長な
か
つ津

宮
な
ど
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
皇
統
譜
と
は
関
わ
り
を
も
た

な
い
。

（
二
〇
一
〇
年
七
月
六
日
擱
筆
）
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